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の
語
用
会
議

　
　

識
知
ニ
ミ

と
議
会
本
「

 

」
会
員
委

大
、
は
に
議
会
の
会
議

委
と
議
会
本
て
け
分
く
き

。
す
ま
り
あ
が
会
員

全
員
議
、
は
と
議
会
本

こ
の
議
会
る
す
成
構
で
員

年、
い
い
を
と

回

、
月

、
月

、
月

開
に
月

て
じ
応
に
要
必
、
れ
さ
催

ま
れ
さ
催
開
も
会
時
臨

限
権
の
て
し
と
会
議
。
す

め
認
に
議
会
本
は
力
能
や

の
会
議
、
で
の
も
る
れ
ら

ど
な
意
同
、
認
承
、
決
議

わ
行
で
議
会
本
の
こ
、
は

は
力
効
な
的
法
ば
れ
け
な

。
ん
せ
ま
り
あ

会
員
委
べ
比
に
れ
こ

と
織
組
部
内
の
会
議
、
は

も
を
部
一
の
員
議
、
て
し

営
運
の
会
議
、
い
い
を
と

委
営
運
会
議
る
す
議
協
を

に
市
瀬
綾
に
他
の
会
員

、
は

会
員
委
任
常
の
つ

会
員
委
別
特
策
政
地
基
と

の
ら
れ
こ
。
す
ま
り
あ
が

の
で
議
会
本
、
は
会
員
委

調
、
査
審
的
備
予
の
議
審

れ
さ
置
設
て
し
と
関
機
査

。
す
で
の
も
る

●
基
地
政
策
に
つ
い
て

　

Q　

市
長
の
基
地
政
策
に
関
す

る
基
本
的
な
姿
勢
と
「
基
地
を
資

源
と
し
て
活
用
す
る
」
と
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
指
す
の
か
。

　

A　

厚
木
基
地
の
整
理･

縮
小･

返
還
を
基
本
姿
勢
と
す
る
一
方
、

返
還
の
実
現
ま
で
は
、
施
設
の
共

同
使
用
や
交
流
事
業
な
ど
、
基
地

の
有
効
活
用
の
検
討
を
行
う
。

　

Q　

厚
木
基
地
第
５
次
爆
音
訴

訟
に
関
し
、
市
は
原
告
の
ど
の
よ

う
な
訴
え
に
注
視
し
て
い
る
か
。

　

A　

軍
用
機
に
よ
る
騒
音
は
、

他
の
騒
音
よ
り
も
高
く
感
じ
る
と

い
う
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
評
価

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
承
知

し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
基
地
所

在
に
よ
る
市
民
負
担
が
軽
減
す
る

よ
う
、
国
に
求
め
て
い
く
。

●
「
綾
瀬
市
総
合
計
画
２
０
３

０
」
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
稼
ぐ

２
．
３
．
４
」
に
お
け
る
農
商
工

の
進
捗
に
つ
い
て

　

Q　

本
市
で
は
「
稼
ぐ
農
業
」

の
推
進
と
と
も
に
、
農
業
機
械
の

導
入
な
ど
を
行
う
認
定
農
業
者
に

対
し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

認
定
農
業
者
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

　

A　

現
在
の
認
定
農
業
者
は
34

名
お
り
、
新
た
な
申
請
の
相
談
を

３
名
か
ら
受
け
て
い
る
。
引
き
続

き
、
認
定
農
業
者
の
確
保
に
向
け

て
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　

Q　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
５
類
へ
移
行
後
、
初
め
て

の
Ａ
Ｂ
Ｆ
が
令
和
５
年
10
月
に
開

催
さ
れ
た
が
、成
果
と
反
省
点
は
。

　

A　

市
外
来
場
者
は
６
３
０
０

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
状
況
に

つ
い
て

　

Q　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
市

へ
の
寄
附
の
受
け
入
れ
状
況
は
。

　

A　

平
成
28
年
度
の
事
業
開
始

以
降
の
７
年
間
で
合
計
26
億
２
０

０
０
万
円
の
寄
附
額
と
な
っ
て
い

る
。
最
も
寄
附
額
が
多
か
っ
た
令

和
２
年
度
は
、
約
６
億
９
０
０
０

万
円
で
あ
り
、
寄
附
額
は
年
度
に

よ
り
大
き
く
変
動
し
て
い
る
。

　

Q　

市
民
が
他
市
に
寄
附
を
し

た
場
合
、
住
民
税
が
控
除
さ
れ
、

市
の
税
収
が
減
少
す
る
が
、
本
市

の
住
民
税
の
流
出
額
の
状
況
は
。

　

A　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度

の
開
始
後
は
控
除
額
が
激
増
し
、

令
和
元
年
度
は
約
６
７
０
０
万
円

で
あ
っ
た
が
、
４
年
度
は
約
１
億

３
０
０
０
万
円
と
な
り
、
今
後
も

●
県
道
42
号
線
電
線
地
中
化
事
業

に
つ
い
て

　

Q　

県
の
無
電
柱
化
推
進
計
画

に
、早
川
交
差
点
か
ら
市
民
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
ま
で

が
事
業
区
間
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、景
観
形
成
重
点
地
区
の

寺
尾
台
交
差
点
ま
で
整
備
範
囲
の

拡
大
を
県
に
要
望
し
な
い
か
。

　

A　

計
画
の
進
捗
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

　

Q　

県
道
42
号
線
は
大
規
模
災

害
発
生
時
の
緊
急
輸
送
路
で
あ
る

と
同
時
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
重
要
道
路
で
あ
る

●
市
民
へ
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て

　

Q　

令
和
５
年
７
月
に
市
が
導

入
し
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
に
か
か
る
費
用
は
。ま
た
、ど
の

よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
る
か
。

　

A　

シ
ス
テ
ム
構
築
や
利
用
料

と
し
て
年
間
２
０
０
万
円
程
度
の

費
用
が
か
か
る
。
ま
た
、
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
、
住
民
票

や
戸
籍
な
ど
の
証
明
書
発
行
の
申

込
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
行
政
手

続
が
可
能
で
あ
る
。

　

Q　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
市

民
が
市
災
害
対
策
本
部
に
情
報
を

伝
達
す
る
方
法
は
。

た
め
、
送
電
線
を
地
中
化
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

A　

地
中
化
に
は
巨
額
の
費
用

が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
が
、
機
会
を
探

り
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

●
消
防
通
信
指
令
業
務
共
同
運
用

の
今
後
に
つ
い
て

　

Q　

大
和
市
を
含
め
た
４
市
に

よ
る
共
同
通
信
指
令
業
務
を
共
同

運
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

A　

令
和
８
年
度
の
指
令
シ
ス

テ
ム
全
更
新
時
の
経
費
と
維
持
管

理
経
費
の
軽
減
や
、
４
市
の
災
害

情
報
の
一
元
化
に
よ
り
応
援
体
制

　

A　

電
話
や
口
頭
に
よ
る
伝
達

の
み
で
な
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
伝
達
手
段
の
整
備
や

利
用
を
進
め
て
い
く
。

　

Q　

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や

ア
プ
リ
の
デ
ー
タ
連
携
を
可
能
と

す
る
「
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
構

築
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

A　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に

よ
り
市
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
施
策
や
方
向
性
の
検
討
を
行
っ

て
い
く
。
費
用
に
見
合
う
効
果
を

上
げ
る
た
め
、
広
域
で
の
連
携
が

可
能
か
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

の
充
実
強
化
が
図
ら
れ
る
。

　

Q　

共
同
運
用
を
行
う
こ
と
に

よ
る
課
題
と
そ
の
対
応
は
。

　

A　

本
市
と
大
和
市
南
分
署
管

内
の
救
急
出
動
件
数
に
大
差
が
あ

り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
相
互
応

援
体
制
が
確
保
で
き
な
い
懸
念
が

あ
る
。
共
同
運
用
開
始
ま
で
に
、

救
急
相
互
応
援
協
定
を
ど
う
運
用

し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
い
く
。

ら
調
査
・
研
究
を
続
け
て
い
く
。

●
選
挙
の
投
票
率
の
改
善
に
向
け

て
の
取
組
に
つ
い
て

　

Q　

今
後
の
選
挙
で
、
投
票
率

を
上
げ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

A　

投
票
所
ま
で
の
移
動
支
援

や
投
票
支
援
が
必
要
な
方
か
ら
の

申
し
出
が
投
票
従
事
者
に
伝
達
し

や
す
い
方
法
を
検
討
す
る
。

　

Q　

基
地
の
一
部
返
還
の
視
点

に
立
ち
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
エ
リ
ア
を

活
用
し
た
道
路
計
画
の
検
討
は
。

　

A　

現
在
、
具
体
的
な
道
路
計

画
は
な
い
が
、
基
地
西
門
南
側
地

区
の
返
還
が
実
現
す
れ
ば
、
接
続

す
る
周
辺
道
路
の
整
備
も
可
能
と

な
り
、
道
路
渋
滞
の
緩
和
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
国

に
返
還
要
望
を
続
け
て
い
く
。

　

Q　
「
ア
ヤ
セ
ベ
ー
ス
サ
イ
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
名
称
を
改

称
し
た
が
、
意
見
や
議
論
は
な

か
っ
た
の
か
。

　

A　

従
来
の
「
光
・
食
・
文
化

の
祭
典
」
と
い
う
名
称
が
市
民
に

浸
透
し
て
い
な
い
と
い
う
意
見
に

加
え
、
基
地
を
資
源
と
し
て
活
用

す
る
市
の
基
本
的
な
考
え
方
を
踏

ま
え
、
正
式
名
を
改
称
し
た
。

人
、
市
内
飲
食
店
の
売
り
上
げ
は

２
９
９
万
円
で
、
い
ず
れ
も
目
標

値
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
よ
り
効
果
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ

や
方
法
で
広
報
が
で
き
な
か
っ
た

点
な
ど
を
生
か
し
、
次
回
開
催
に

結
び
付
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
「
綾
瀬
市
総
合
計
画
２
０
３

０
」
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
支
え

る
２
」
に
お
け
る
あ
や
せ
流
健
康

習
慣
定
着
の
進
捗
に
つ
い
て

　

Q　

自
分
の
健
康
に
関
す
る
情

報
を
見
え
る
化
で
き
る
「
マ
イ
未

病
カ
ル
テ
」
は
、
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
有
効
で
あ
る
。
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
周
知
し
な
い
か
。

　

A　

健
康
的
な
生
活
習
慣
に
つ

い
て
周
知
啓
発
を
し
て
お
り
、
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
効
果
的
な
周
知
に
取
り
組
む
。

流
出
額
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　

Q　

全
国
の
自
治
体
で
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
型
返
礼
品
が
企
画
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
で
も
導
入
に
向

け
、取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

A　

寄
附
者
が
自
治
体
を
訪
れ

る
機
会
と
な
り
、
地
域
経
済
を
活

性
化
す
る
有
効
な
策
と
認
識
し
て

お
り
、
業
務
委
託
先
の
事
業
者
と

導
入
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

Q　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

市
へ
の
寄
附
の
受
け
入
れ
状
況
と

周
知
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　

A　

令
和
４
年
度
は
２
社
か
ら

総
額
１
５
０
万
円
の
寄
附
が
あ
っ

た
。
５
年
度
は
、
企
業
版
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
へ
の
情
報
の
掲
載
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
作
製
し
、
企

業
へ
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
も

ら
う
手
法
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

 
 

利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
市

民
と
の
情
報
伝
達
の
方
法
は

志
政
あ
や
せ
　
古
郡
　
敏
正

基
地
政
策
の
在
り
方
と
厚
木

基
地
に
対
す
る
市
の
姿
勢
は

　
あ
や
せ
未
来
会
議
　
岡
　
　
德
行

良
好
な
景
観
形
成
に
寄
与
す
る

電
線
類
地
中
化
事
業
の
推
進
を

志
政
あ
や
せ
　
橘
川
　
佳
彦

稼
ぐ
農
業
の
推
進
に
向
け
た
認

定
農
業
者
支
援
事
業
の
進
捗
は

志
政
あ
や
せ
　
石
井
　
麻
理

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
受
け
入

れ
と
他
市
へ
の
流
出
の
状
況
は

志
政
あ
や
せ
　
笠
間
　
功
治

市の花「バラ」


